
青
葉
区
民
音
楽
祭

横
浜
音
祭
り

日
本
と
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ボ
エ
と

｢

及
川
寬
繁 

オ
ー
ボ
エ
リ
サ
イ
タ
ル｣

　

古
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
ド
イ
ツ
音
楽
の
起

点
で
し
た
。
近
世
そ
の
地
は
そ
の
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
欧
州
の
音
楽
の
交
差
点
へ
と
進

化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
、
ド
イ

ツ
文
化
の
中
心
と
し
て
日
進
月
歩
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
青
葉
区
で
育
ち
そ

の
才
能
を
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
開
花
さ
せ
た
鬼

才
及
川
が
、
こ
の
秋
初
め
て
地
元
で
行
う
も

の
で
す
。

　

日
頃
馴
染
み
の
薄
い
オ
ー
ボ
エ
と
い
う
楽

器
と
、
耳
慣
れ
し
た
音
楽
と
、
彼
の
軽
妙
な

ト
ー
ク
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
と
し
て

区
民
音
楽
祭
に
花
を
添
え
ま
す
。

WqWq.1313

【ピアノ伴奏　竹下智子プロフィール】
国立音楽大学、ドイツ国立ライプツィヒ音楽大学・大学
院を卒業。南日本音楽コンクール優秀賞、飯塚新人音楽
コンクール第１位。ブリュートナーピアノコンクール第
３位（ドイツ）。現在、鹿児島国際大学国際文化学部音
楽学科非常勤講師。みやまコンセール協力演奏家。

１０／３０（日）

【プロフィール】
吉成行蔵氏に師事し武蔵野音楽大学を卒業。その後ミュンヘン音楽大学に
てG.パッシン氏に師事、在学中にドイツ・ライプツィヒ交響楽団の首席オ
ーボエ奏者に就任。同オーケストラとはモーツァルトのオーボエ協奏曲の
他、バッハ、R.シュトラウス等、協奏曲のソリストとして好評を博す。日
本では１３回を数えるリサイタルを行い２０１９年４月より鹿児島国際大
学国際文化学部音楽学科教授として後進の指導にあたるとともに、ソリス
トとしての演奏活動、指揮者としての活動に精力的に取り組んでいる。

18:00開演

都筑公会堂

器
楽
部
会 

新
規
加
入
団
体 

《
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
☆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
》
の
紹
介

の
字
跳
び
を
連
続
５
３
０
回
跳
ん
だ
り
施
設
や
保
育
園
に
演
奏
動

画
を
贈
っ
た
り
、
と
に
か
く
今
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
早
く
み
ん
な
で
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ケ
ー
キ
作

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
大
縄
？
（
遊
ん
で
ば
か
り…

）
を
楽
し
み
な

が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
音
楽
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
、
良
い
仲
間

に
な
れ
る
よ
う
、
ど
っ
ぷ
り
と
部
活
漬
け
の
毎
日
を
送
り
た
い
で

す
。

　

パ
ー
ト
に
１
部
屋
＆
１
ハ
ー
モ
ニ
ー

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
７
人
の
顧
問
の
先
生
、

い
つ
で
も
沢
山
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
る

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
飛
ん
で

き
て
く
だ
さ
る
楽
器
屋
さ
ん
、
早
朝
か

ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
警
備
員
さ
ん
や

近
隣
の
皆
様
、
大
切
な
家
族…

多
く
の

方
々
の
優
し
さ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

今
年
の
一
文
字
「
信
」
を
大
き
く
育
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

進
化
し
続
け
る
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
☆
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｓ
に
是
非
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
☆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
こ
と
、

神
奈
川
県
立
霧
が
丘
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
で
す
。

　

青
葉
区
民
音
楽
祭
に
は
、
２
０
１
９
年
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
テ
ー
ジ
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
伸
び
伸
び
と
演
奏
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
や
、
皆
で
踊
っ
た
コ
ム
ゾ
ー
ダ
ン
ス

が
忘
れ
ら
れ
ず…

ま
た
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
こ
の
度
器
楽
部
会
に
入
会
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
３
月
に　

回
目
の
定
期
演
奏
会
を
予
定

し
て
い
る
歴
史
あ
る
バ
ン
ド
で
す
が
、
こ
の
２
年
間

で
部
員
が
半
減
、
多
く
の
中
学
生
に
霧
高
の
吹
奏
楽

部
に
入
り
た
い
！
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま

た
、
多
く
の
方
々
に
霧
高
の
吹
奏
楽
部
は
今
後
益
々

楽
し
み
だ
ね
！
と
期
待
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

年
の
音
楽
祭
で
も
皆
様
の
心
に
残
る
演
奏
を
し
た
い

で
す
。

　

昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
あ
と
一
歩
で
東
関
東
大

会
、
例
年
は
多
く
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
、
保

育
園
等
に
も
お
招
き
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
学
生
指
揮
者
ら
が
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
、
楽

典
講
座
の
動
画
配
信
を
毎
日
行
っ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
一
緒
に
ヨ
ガ
を
や
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
と
、
試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
練
習
を
続
け
ま
し
た
。
他
に
も

ほ
ぼ
貸
し
切
り
の
動
物
園
へ
出
か
け
た
り
、
大
縄
八

　

こ
の
３
年
余
り
の
間
で
、
コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合
い

方
も
、
す
べ
か
ら
く
学
ん
で
き
た
音
楽
業
界
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
時
世
で
も
一
度
も
途
絶
え
る
こ
と

な
く
行
わ
れ
て
き
た
「
青
葉
音
楽
百
景
」
は
今
年
で

　

周
年
を
迎
え
る
。
今
年
は
横
浜
市
が
行
う
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
「
横
浜
音
祭
り
」
の
年
で
も
あ
り
、
青
葉

音
楽
百
景
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
青
葉
区
民

音
楽
祭
」
に
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
特
別
演
奏
会
を
企

画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

運
営
す
る
器
楽
部
会
で
は
、
参
加
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
企
画
を
プ
レ
ゼ
ン
し
、
コ
ン
ペ
形
式
で
最

終
的
に
選
抜
さ
れ
た
も
の
が
「
日
本
と
ド
イ
ツ
と
オ

ー
ボ
エ
と
」
と
題
さ
れ
た
演
奏
会
で
あ
る
。
（
詳
細

は
後
記
事
参
照
）

　

特
別
ゲ
ス
ト
で
あ
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
の
及
川
氏
は

青
葉
区
で
学
び
育
っ
た
地
元
出
身
の
音
楽
家
で
あ
る

一
昨
年
ま
で
ド
イ
ツ
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
た
及
川

※記入内容に不備がある場合は無効となります。ご了承ください。

※応募者多数の場合、抽選となります。

※１０月初旬に当落結果をご返送します。

③申込締切：２０２２年９月３０日（金）　※当日消印有効

なります。（座席は自由席です）

②１回のご応募で最大２席までお申込みできます。未就学児も１席と

①下の記入例を参考に、往復はがきでお申し込みください。

※当日券はございません。
※電話、メール等によるお申込みはできません。

《返信面》

①ご希望座席数

②お客様とお連
 れ様全員の⽒
 名および電話
 番号

氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
毎
年
帰
国
リ
サ
イ
タ

ル
を
東
京
中
心
に
催
し
て
い
た
が
、
青
葉
区
で
行

っ
た
こ
と
は
な
く
、
今
回
初
め
て
故
郷
へ
錦
を
飾

る
演
奏
会
と
な
る
。
及
川
氏
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
含

む
「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」
は
、
今
年
は
青
葉
区
の

音
楽
施
設
（
青
葉
公
会
堂
・
フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
の
為
、
お
隣
の
都
筑
公
会
堂

で
行
わ
れ
る
。
器
楽
部

会
に
お
い
て
は
、
昨
年
、

今
年
と
新
し
い
参
加
団

体
も
加
わ
り
、
青
葉
区

民
音
楽
祭　

年
目
の
幕

が
開
く
。
す
べ
か
ら
く

青
葉
区
音
楽
シ
ー
ン
の

旗
振
り
役
が
板
に
つ
い

て
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
演
奏
会
は
事
前
の
申
込
み
が

必
要
で
す
！　

※

入
場
無
料

他



17：30

18：00～19：15

17：15～17：30

16：30～17：15

16：15～16：30

15：30～16：15

15：15～15：30

14：30～15：15

14：15～14：30

13：30～14：15

13：15～13：30

12：30～13：15

12：15～12：30

11：30～12：15

11：15～11：30

10:15

10:30～11：15

ゲスト オーボエ奏者　及川寬繁

⑦神奈川県立霧が丘高等学校吹奏楽部

⑥奈良北オカリナクラブ

⑤Plumeria

④リコーダーコンソート青葉

③マリンＢＡマリン

②横浜アコーディオン愛好会

①青葉台ジョイフルフレンズ・ハーモニカ

第２部 開場

第2部 準備

休憩

休憩

休憩

休憩

休憩

休憩

第１部 開場

会場：都筑公会堂
２０２２年１０月３０日（日）

『
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
出
会
え
て
』

　

五
十
の
手
習
い
で
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
い
始
め
た
の
が
複

音
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
れ
以
来　

年
以
上
に
な
り

ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
き
吸
い
に
よ
り
簡
単
に
音
は
出
ま
す
が
、

穴
の
並
び
は
音
階
の
順
番
で
は
な
く
、
分
散
和
音
な
ど
日
本
的
奏
法

が
可
能
に
な
る
よ
う
に
吹
音
と
吸
音
を
交
互
に
配
列
す
る
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
た
め
、
練
習
を
重
ね
る
ほ
ど
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
奥
深
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
笙
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
、
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
等
と
同
じ
仲
間
の
リ
ー
ド
楽
器
で
、
ド
イ
ツ
が
発
祥

で
す
。
１
８
２
７
年
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
メ
ス
ナ
ー
が
近
代
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
原
型
を
完
成
し
制
作
を
開
始
し
た
後
欧
米
で
発
達
し
、
日
本

に
は
明
治
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
郷
愁
に
溢
れ
た
音
色
は
日
本
の
歌
曲
に
よ
く

合
っ
た
の
で
、
当
時
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
日
本
的
奏
法
の
開
発
者
で
あ
る
佐
藤
秀
廊
が
編
曲
し
た
『
荒
城

の
月
』
幻
想
的
変
奏
曲
は
魅
力
あ
る
曲
で
す
。
短
調
の
曲
用
に
開
発

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ー
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
す
る
の
で
す
が
、
吹
け
る
よ

う
に
な
る
の
が
憧
れ
で
も
あ
り
目
標
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
著
名
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
が
演
奏
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
是
非
一
度
視
聴
さ
れ
る
と
感
動
し
ハ
ー
モ

ニ
カ
に
新
た
な
発
見
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
い
う
楽
器
に
出
会
え
た
お
か
げ

で
、
素
晴
ら
し
い
先
生
と
素
敵
な
仲
間
に
め
ぐ
り

合
う
こ
と
が
で
き
人
生
が
豊
か
に
な
っ
た
と
つ
く

づ
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

創立40年目の歴史あるハーモニカサークルで、青葉区を中心に活動しています。練習は毎火曜日の午後で、
偶数週はプロ奏者大内先生に指導をお願いしています。ハーモニカの美しい音色を生かしたアンサンブルを
目指し、メンバー全員が楽しみながら練習に勤しんでいます。

●碧空
●ビア樽ポルカ
●黒ネコのタンゴ
●地上の星　　　　他

＜演奏曲目＞

1967年１月に結成、創立55周年になり歴史を持つ会です。アコーディオンは独奏のみならず合奏や歌の伴奏
にも取り組み、各種福祉施設などへの訪問演奏を通じてアコーディオンの懐かしい音色を届けています。

「
探
求　

右
手
と
左
手
の　

迷
宮
」 

～
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
世
界
～

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
、　

世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
比
較
的

新
し
い
楽
器
で
す
。
一
般
的
に
は
、
右
手
は
鍵
盤
で
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
弾
き
、
左
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
伴
奏
を
つ
け
ま
す
。

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
中
に
は
沢
山
の
リ
ー
ド
が
入
っ
て
い
て
、

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
ピ
ッ
コ
ロ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
等
様
々
な
音

色
を
出
す
事
が
で
き
る
の
で
、
音
色
を
替
え
な
が
ら
楽
し
く
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
魔
法
の
箱
」
一
人
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
を
使
っ
て
風
を
送
り
、
両
手
、
指
を
鍵
盤
、
ボ
タ
ン
を
押

し
、
頭
の
体
操
に
も
な
り
、
体
力
維
持
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
初
心
者

か
ら
先
生
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
ご
一
緒
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●８０日間世界一周
●サンド・オブ・ミユージック
●マイアミ・ビーチ・ルンバ　他

＜演奏曲＞

アコーディオンの音色を通じて音楽
の世界ミステリーツアーを楽しんでい
ただきます。今年はどこの国を訪れ
るか楽しみにしてください。

「見て聴いて楽しい！演奏してもっと楽しい!!」をモットーに青葉区を中心に活動しているマリンバアンサ
ンブルグループです。
メンバー随時募集中♪ マリンバが好き！演奏してみたい！という気持ちがあればどなたでも大歓迎♪

カ
ラ
フ
ル
マ
レ
ッ
ト　

～
「
静
と
動
」
を
生
み
出
す
秘
密
～

　

マ
リ
ン
バ
の
演
奏
に
欠
か
せ
な
い
マ
レ
ッ
ト
（
ば
ち
）
、

実
は
同
じ
曲
で
も
選
ぶ
マ
レ
ッ
ト
に
よ
り
印
象
が
変
わ
り
ま

す
。

　

糸
の
種
類
（
毛
糸
や
綿
糸
）
や
太
さ
、
巻
き
加
減
が
ポ
イ

ン
ト
で
、
奏
で
る
音
色
は
ハ
ー
ド
に
も
ソ
フ
ト
に
も
変
化
し

ま
す
。

　

曲
の
イ
メ
ー
ジ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
場
合
は
全
体
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
て
ベ
ス
ト
な
マ
レ
ッ
ト
を
選
ぶ
の
が
我
々
の
腕
の

見
せ
所
で
す
。

　

今
回
の
演
奏
で
は
、
ぜ
ひ
マ
レ
ッ
ト
に
も
注
目
し
な
が
ら

マ
リ
ン
バ
の
響
き
や
余
韻
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

第１部 ①青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ ～ハーモニカで奏でる世界の音楽～

第１部 ②横浜アコーディオン愛好会 ～郷愁を誘う癒しの音色～

第１部 ③　　　　　　　　　　　“マリンBAマリン” ～どちらがお好き？『静と動』～マリンバアンサンブル
グループ

＜演奏曲＞

●銀波
●コンドルは飛んでいく
●トリッチ・トラッチ・ポルカ
●エスパニア ・カーニ 他

前半は日頃の疲れを癒すよ
うなリラックスした曲を、後
半は皆様に元気をお届けす
るリズミカルなナンバーを中
心に演奏します。バリエーシ
ョン豊かなマリンバの音色
をどうぞお楽しみ下さい♪

第１部 ④リコーダーコンソート青葉　～たて笛で奏でる大人のハーモニー～

1994年、渡辺清美先生のもとに８名で結成されてから、今や約20名のリコーダーオーケストラになりました。青葉
区を拠点とし、月2回の練習で磨いたアンサンブルを、定期演奏会、ボランティアなどで披露しています。

＜演奏曲＞

●フォスターの名曲
●日本の懐かしいメロディー
●テレマンのアリア

「
リ
コ
ー
ダ
ー
の
魅
力
」

　

リ
コ
ー
ダ
ー
は
小
学
生
か
ら
誰
も
が
手
に
す
る
身
近
な

楽
器
で
す
。
吹
け
ば
す
ぐ
に
音
が
出
る
の
で
簡
単
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
良
い
音
を
だ
す
の
は
難
し
く
、
奥
の

深
い
楽
器
で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
は
、
大

き
さ
と
音
域
の
異
な
る
笛
が
数
種
類
登
場
し
ま
す
。
基
本

は
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ナ
ー
・
バ
ス
と
い
う
構
成

で
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
青
葉
の
メ
ン
バ
ー
も
、

様
々
な
楽
器
を
経
験
し
た
う
え
で
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
魅
力

に
は
ま
っ
た
面
々
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
リ
コ
ー
ダ
ー
だ
け
の

独
特
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第１部 ⑤インドネシア竹製民族楽器アンサンブル“Plumeria” ～竹の音色にくびっタケ!?～

2007年インドネシア在住経験者を中心に結成。黒竹で出来たアンクルンを中心とした
インドネシア竹製民族楽器アンサンブル。

「
愛
国
心
あ
ふ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
」

　

ア
ン
ク
ル
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
発
祥
の
黒
竹
で
出
来
た
民
族
楽
器
で

す
。

　

ア
ン
ク
ル
ン
グ
ル
ー
プ
・
プ
ル
メ
リ
ア
は
、
こ
の
竹
の
音
色
に
魅
せ

ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
演
奏
予
定
の
「
マ
ヌ
ッ
ク
ダ
ダ
リ
」
は
、
ア
ン
ク
ル
ン
の
故
郷

西
ジ
ャ
ワ
州
で
よ
く
知
ら
れ
た
民
謡
で
す
。
愛
国
主
義
を
表
す
民
謡
で

西
ジ
ャ
ワ
州
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
の
自
慢
に
溢
れ
た
歌
詞

に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ヌ
ッ
ク
ダ
ダ
リ
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
章

で
あ
る
ガ
ル
ー
ダ
鳥
の
西
ジ
ャ
ワ
風(

ス
ン
ダ
語)

の
呼
び
名
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ヌ
ッ
ク
ダ
ダ
リ
、
彼
は
最
強
／
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　

の
超
能
力
国
章
／
み
ん
な
か
ら
尊
敬
さ
れ
愛
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
／
マ
ヌ
ッ
ク
ダ
ダ
リ
、
彼
は
義
勇
の
国
章

　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
国
民
の
た
め

　
　
　
　
　

…

な
ど
な
ど
多
民
族
が
平
和
に
暮
ら
す
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

　
　
　
　
　

と
し
て
讃
え
る
歌
詞
が
続
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
こ
の
曲
を
演
奏
し
た
時
、
外
国
人
が

　
　
　
　
　

ア
ン
ク
ル
ン
を
演
奏
し
た
珍
し
さ
も
あ
る
の
か
、
大
歓
声

　
　
　
　
　

の
な
か
合
唱
が
始
ま
り
、
踊
り
だ
す
人
も
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

地
元
の
民
謡
は
い
つ
も
大
人
気
。
ノ
リ
が
良
く
て
サ
ー

　
　
　
　
　

ビ
ス
精
神
旺
盛
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、
温
か
い
雰
囲
気
の

　
　
　
　
　

な
か
で
演
奏
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
良
い
思
い
出
で
す
。

＜演奏曲＞

●ニューシネマパラダイス メドレー
●島人ぬ宝
●マヌックダダリ　他

第１部 ⑥奈良北オカリナクラブ　～楽しくオカリナを吹こう～

奈良北団地を拠点に活動しているオカリナ同好会です。元ジャズトロンボーン奏者のメンバーによる編曲で
幅広いジャンルの曲に挑戦しています。月３回の練習、訪問演奏やコンサート出演に加えて、親睦を兼ねて
年一回１泊２日の合宿も行っています。

＜演奏曲＞

●小さな木の実
●小さい秋見つけた
●組曲「カルメン」よりメドレー
●シング・シング・シング　　 他

オ
カ
リ
ナ
あ
れ
こ
れ

　

オ
カ
リ
ナ
は
粘
土
を
焼
い
て
作
る
土
笛
の
一
種
で
、
息
を
吹
き
込
め

ば
簡
単
に
音
が
出
せ
る
こ
と
や
、
そ
の
素
朴
な
音
色
が
好
ま
れ
、
近
年

益
々
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

近
で
は
性
能
の
良
い
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
製
の
オ
カ
リ
ナ
も
増
え
て
い
て
、
手
軽
に
取
り
扱
い
が
で
き
、
よ

り
入
門
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
カ
リ
ナ
の
製
作
者
は
大
手
企
業
か
ら
個
人
の
製
作
家
ま
で
幅
広
く

趣
味
で
自
作
す
る
人
も
沢
山
い
ま
す
。
し
か
し
、
粘
土
は
焼
い
た
と
き

に
収
縮
す
る
の
で
、
正
し
い
音
程
を
得
る
に
は
必
ず
人
の
手
で
調
律
が

必
要
で
す
し
、
低
音
か
ら
高
音
ま
で
均
一
な
音
色
を
安
定
し
て
得
る
の

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
粘
土
の
種
類
や
焼
成
温
度
に
よ
っ
て
も
音

色
は
違
う
の
で
、
製
作
者
に
よ
っ
て
音
色
や
吹
き
心
地
な
ど
が
大
き
く

異
な
る
の
も
、
オ
カ
リ
ナ
と
い
う
楽
器
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
オ
カ
リ
ナ
で
も
、
息
の
使
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
吹
く
人

の
体
格
や
口
腔
形
状
等
に
よ
っ
て
も

音
色
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
分
に

合
う
、
気
に
入
っ
た
オ
カ
リ
ナ
を
探

す
の
は
、
楽
し
み
で
も
あ
り
悩
み
に

も
な
り
ま
す
。
取
り
組
み
や
す
い
け

ど
、
奥
も
深
い
の
が
オ
カ
リ
ナ
の
魅

力
で
す
。

今回は、ビゼー作曲 
オペラ「カルメン」に挑
戦。第1組曲・第2組
曲より、前奏曲・アラ
ゴネーズ・第3幕への間
奏曲・ハバネラ・闘牛
士の5曲をメドレーで演
奏します。

第１部 ⑦神奈川県立霧が丘高等学校吹奏楽部　～いくぜ！限界突破の先へ！～

神奈川県立霧が丘高等学校吹奏楽部です。部員31名、顧問7名で活動しています。昨年度は神奈川県吹奏楽
コンクール銀賞でした。今年度は2023年3月に41回目の定期演奏会を開催予定です。
また、OBOGと一緒に「KIRI☆WINDS　CONCERT」（2022年10月10日＠県立音楽堂）を企画中です。

さ
ぁ
、
工
作
の
時
間
だ

　

波
の
音
、
風
の
音
、
雷
の
音
、
鳥
の
羽
音
、
ク
ジ
ラ
の
鳴
き
声
な

ど
、
何
そ
れ
？
と
い
う
も
の
が
吹
奏
楽
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
登
場
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
買
え
ば
い
い
の
で
す
が(

高
価
！)

、
検
索
を

す
れ
ば
作
り
方
が
ヒ
ッ
ト
す
る
便
利
な
時
代
、
「
楽
器
が
な
け
れ
ば

作
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
！
」
の
精
神
で
自
作
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
「
波
の
音
」
で
あ
れ
ば
、
波
の
勢
い
は
強
い
の
か
弱
い

の
か
、
沖
な
の
か
岩
場
な
の
か
浜
辺
な
の
か
、
砂
は
細
か
い
の
か
粗

い
の
か
、
気
泡
の
程
度
は
ど
う
な
の
か
、
寒
い
の
か
暖
か
い
の
か
、

そ
も
そ
も
朝
な
の
か
夜
な
の
か
。
。
。
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
素
材
や

構
造
を
試
行
錯
誤
し
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
を
作
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
過
去
に
生
み
出
さ
れ
た
力
作
た
ち
は
、
本
校
の
楽
器

庫
に
も
息
を
潜
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
苦
労
し
て
作
っ
て
も
再
び
活

躍
す
る
の
は
遥
か
先
、
と
い
う
こ
と
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

第２部 及川寬繁 オーボエリサイタル　～日本とドイツとオーボエと～

第２部「及川寬繁オーボエ
リサイタル」は事前申込制
となっております。
申込方法は１面をご覧くだ
さい。

WqWq.1313

他

他

＜演奏曲＞

●Official髭男dismスペシャルメドレー

●たなばた　　●アルセナール

他

タンゴやポルカの軽快な曲を華
麗に奏でる挑戦をしました。
複音ハーモニカのメロディーの掛
け合いやゲスト奏者ボンボアの
演奏にも注目してください。



「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」
は
今

年
で　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

器
楽
部
会
の
皆
様
に
は
、
音

楽
活
動
を
通
じ
て
、
青
葉
区

の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
三
年
に
一

度
の
音
楽
の
祭
典
「
横
浜
音

祭
り
２
０
２
２
」
の
年
で
す

『
み
ら
い
に
響
け　

み
ん
な

の
音
楽
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

横
浜
が
音
楽
で
溢
れ
ま
す
。

こ
の
音
楽
祭
も
、
横
浜
音
祭

り
連
携
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
、
い
つ
も
の
区
民
の
皆
様

に
よ
る
演
奏
に
加
え
、
特
別

企
画
と
し
て
国
内
外
で
活
躍

し
て
い
る
及
川
寛
繁
氏
の
オ

ー
ボ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
今
年
は
青
葉
公
会
堂
と

青
葉
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
が

工
事
の
た
め
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
お
隣
の
都
筑
公

会
堂
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

区
民
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
青

葉
区
民
音
楽
祭
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽

し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

ば
と
思
い

　

令
和
四
年
十
月
三
十
日
。
あ
な
た
は

ど
う
す
ご
し
ま
す
か
？
▼
今
年
四
月
横

浜
市
内
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
マ
リ
ン
バ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
。
観
客
の
方
か
ら
「
皆
さ
ん
明
る
く

て
心
か
ら
す
っ
き
り
し
ま
し
た
」
「
素

晴
ら
し
い
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
「
こ
ち

ら
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
等
々

の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
反
響
の
大
き

さ
に
驚
き
と
充
足
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
▼
あ
る
精
神
科
医
の
講
演
会
で

「
人
間
は
過
去
や
未
来
の
こ
と
を
考
え

す
ぎ
る
か
ら
心
を
病
む
」
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
心
理
学

者
の
講
義
で
『
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
』

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
。
端
的

に
説
明
す
る
と
「
今
こ
の
瞬
間
の
体
験

に
意
図
的
に
意
識
的
に
意
識
を
向
け
、

評
価
を
せ
ず
と
ら
わ
れ
の
な
い
状
態
で

た
だ
観
る
こ
と
」
で
あ
る
。
瞑
想
や
呼

吸
法
な
ど
を
通
し
て
訓
練
し
発
達
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。
堅
苦
し

い
定
義
に
よ
ら
ず
、
好
き
な
こ
と
を
夢

中
で
取
り
組
ん
で
い
る
状
態
こ
そ
『
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
』
な
状
態
で
あ
る
。

▼
音
楽
を
聴
い
た
り
楽
器
を
演
奏
し
た

り
す
る
と
幸
福
感
が
上
昇
し
脳
内
よ
り

ド
ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
私
達
の
サ
ー
ク
ル

は
２
０
０
６
年
結
成
以
来
『
青
葉
区
民

音
楽
祭
』
に
出
演
を
続
け
て
き
た
。
練

習
を
経
て
ス
テ
ー
ジ
で
体
現
で
き
る
高

揚
感
や
達
成
感
。
是
非
多
く
の
方
々
に

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。
▼
十
月
三
十

日
『
青
葉
区
民
音
楽
祭
』
こ
そ
「
い
ま

こ
こ
」
の
瞬
間
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

出
演
者
達
と
出
会
え
る
場
で
あ
る
。
▼

「
見
て
聴
い
て
楽
し
い
！
演
奏
し
て
も

っ
と
楽
し
い
！
！
」
音
楽
祭
。
私
達
は

音
楽
を
通
し
て
心
の
健
康
を
つ
く
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

他

 団体名

♪緑交響楽団 URL https://midorisymphony.wixsite.com/midori/

♪横浜緑吹奏楽団 URL http://ryokusui.net

E-Mail h-higuchi@mth.biglobe.ne.jp

TEL 045-903-2501（樋口）

URL http://marinbamarin.web.fc2.com

E-Mail marin_ba_marin@yahoo.co.jp

TEL 045-981-7467（藤原音楽教室）

E-Mail tsuka@mrg.biglobe.ne.jp

TEL&FAX 044-877-9871

E-Mail plumeria.angklung@gmail.com

URL https://www.facebook.com/plumeria.angklung/

E-Mail bone-k@kfx.biglobe.ne.jp

TEL 090-3543-4302（内田）

♪リコーダーコンソート青葉 E-Mail recaoba@gmail.com

URL https://www.pen-kanagawa.ed.jp/kirigaoka-h/seikatsu/bukatsu/suisougaku.html

TEL 045-921-6911（代表）
♪神奈川県立霧が丘高校吹奏楽部

♪青葉台ジョイフルフレンズ・ハーモニカ

♪マリンBAマリン

♪横浜アコーディオン愛好会

♪奈良北オカリナクラブ

 連絡先情報

♪Plumeria

マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ

竹
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演奏会情演奏会情報演奏会情

横浜緑吹奏楽団
第37回定期演奏会

令和4年9月25日（日）
13:00開場 14:00開演

会場：横浜市教育会館「エコーレ」

入場無料 全席自由席

演奏曲

●マードックからの最後の手紙
●カーニバル （P.スパーク）
●行進曲《ブルー･インパルス》

します。
２年ぶりの緑吹オリジナルステージをお届け

振り返り、｢密着!!昭和警察２４時｣と題して

抽選で選ばれた曲を、第２部は昭和の時代を

２部構成で開催します。第１部は団員による

秋のミニコンサート
奈良北オカリナクラブ

令和４年９月２３日(金･祝)

13:00開場 13:30開演

会場：奈良北団地集会所(青葉区奈良町)

入場無料 全席自由席

演奏曲

●川の流れのように　●秋桜

●若者たち　●白いブランコ

他

しください。
奏をお届けします。どなたでもお気軽にお越
る演奏と、小編成のグループに分かれての演
にて行う演奏会。２５名のメンバー全員によ
当クラブの活動拠点である奈良北団地集会所

第68回定期演奏会
緑交響楽団

令和４年１０月１０日(月･祝)

13:15開場 14:00開演

会場：鎌倉芸術館

入場料：1000円　全席自由席

演奏曲

※ソリスト：海野幹雄

●交響曲第５番（チャイコフスキー）

●チェロ協奏曲（ドボルジャーク）

●オベロン序曲（ウェーバー）

名の団体です。
スタートし、今年創立３８周年、団員約６０
緑交響楽団は１９８４年当時の横浜市緑区で

指揮：和田一樹
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り
。
（
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あ
る
）

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
区
民
音

楽
祭
を
中
心
に
、
９
月
～　

月
に

行
わ
れ
る
所
属
団
体
の
演
奏
会
を

「
青
葉
音
楽
百
景
」
と
称
し
、
企

画
運
営
、
冊
子
の
発
行
を
行
っ
て

い
る
。

他

電話申込　℡ 080-1135-3504(小池)
申込方法

申込方法 ： 緑交響楽団 ホームページ参照
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